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取材の現場（日本国内編）

新聞製作の流れ

取材

•記者による取材

•「ファクツ」の収集

編集

•デスクによる編集

•重要度の判断

整理

•整理部による見出し付け

•レイアウト



取材の現場（日本国内編）

マンツーマン マーク

記者クラブ

朝回り・夜回り

人海戦術 労働集約型産業 OJT

《「食い込む」「離れる」の両立》

＝徒弟制？



取材の現場（海外編）

日本の報道機関（新聞・テレビ・通信社）

ブラジルから中南米をカバー

ブラジルから南米 ＋ 米国から中米をカバー

 メキシコから中南米をカバー

米国からカバー

海外の報道機関

新聞、テレビの多くは通信社に依存（AP, Reuters)

主要通信社でブラジルには１０～２０人ほど？



取材の現場（海外編）

広域・広いテーマをカバー

「発生もの」はＣＩＡ方式

通信社（外電）、現地報道を活用

インターネット、衛星放送で「生演説」も

記事化の前に追加取材・確認

必要に応じて現場へ急行

関心に応じてテーマを決めて取材



何を伝えるのか？

大きな流れの中でをとらえる「意義付け」

その先の流れを予想する

資金流入 通貨高

インフレ 社会不安

資源需要拡大 日本の資源・食糧安保

新興国の成長 内需拡大 企業の進出



何を伝えるのか？

 2003/12/29

日経新聞に初めて「BRICs」の言葉が登場



何を伝えるのか？

中間層拡大

内需主導

2008.01.04 日経産業新聞

2009.12.05 日本経済新聞夕刊



何を伝えるのか？

内需拡大→日本企業は？

2011.01.07 日本経済新聞朝刊



何を伝えるのか？

資源供給国→内需の国→頭脳の国？？

2011.05.02 日本経済新聞夕刊



何を伝えるのか？

米国金融緩和→カネ余り→新興国通貨高

国内運用難→新興国投資

2010.10.19 日本経済新聞夕刊



何を伝えるのか？

民主化がもたらすもの（中南米と中東情勢）

短期的には不安定要因？



何を伝えるのか？

真実は意外な所に宿る

 Ley Secaは南米寡頭支配と

民主化の攻防で産まれた？

2010.8.9 日本経済新聞夕刊



メディアにとってのブラジル・中南米

 （かつて）秘境・経済／社会的混乱・サッカー

 ハイパーインフレ、デフォルト

 暴動、内戦、麻薬問題

 文明と未接触の部族発見！

2001.12.24 日本経済新聞朝刊
1995.9.7 日本経済新聞夕刊



メディアにとってのブラジル・中南米

「台頭する新興国」

海外からの目（報道ぶり）

新興国の台頭 → 影響力拡大 →先進国とは対立

バブル懸念 （与信膨張）

インフレ→金利上昇→景気失速懸念

 「反米左派」対「親米政権」



情報は転がして肉付けする

どう「書く」判断をするのか？

断片的な情報→取材先にぶつけてみる

情報の出所はどこ？

意図を持った情報？

 「地元メディア」の立ち位置は？



ちょっと待てよ…



メディアの悩み……

流れの中で考える

→流れの外の出来事は？ 大きな方向転換は？

流れにはめたがる

「流れ」の問題意識から出発

→記者、編集者の経験と知識に左右されがち

そもそも読んでいる「流れ」は正しいのか？



メディアの悩み……

「北から目線」vs「南米ボケ」

難しい共通認識の形成

物理的制約・能力的制約

数字は実態を示すか？

統計の客観性と恣意性

前年同期比2.8％減 だが前期比は1.8％増(GDP 2009-2Q) 

数字は普遍か？

マーケットさんって誰？



インターネット・活字離れ……

新聞…毎年数10万部単位で減少

 情報はネットと携帯電話、せいぜいテレビ

新聞は「分析」強化へ（模索）



紙＋ネットの模索

「日本経済新聞電子版」



電子版の有料化



紙＋ネットの模索

紙媒体 一覧性・携帯性

ネット媒体 検索性・保存性・カスタマイズ

受け皿の拡大（物理的な制限が緩い）



Web刊＞連載・コラム＞海外とっておき



日本経済新聞電子版

朝刊・夕刊



ご静聴ありがとうございました


